
 1 

第 11 回おおたユニバーサルデザインのまちづくり区民推進会議議事録要旨 

 

平成 28 年 11 月 28 日(月) 

13 時 30 分～15 時 00 分 

会場：大田区役所本庁舎 

９階 ９０５会議室 

 

[配布資料] 

おおたユニバーサルデザインのまちづくり事業報告書 

おおたユニバーサルデザインのまちづくり事業報告 

①（仮称）区民サービス及び移動等円滑化に関するガイドラインの策定 

② 地域力を活かしたまちづくりパートナー活動 

③ 職員への普及・啓発活動 

④ その他 

 

参考資料  

平成 28 年度ユニバーサルデザイン合同点検 報告書（本編） 

平成 28 年度ユニバーサルデザイン合同点検 報告書（写真編） 

大田区立障がい者総合サポートセンター増築工事ＵＤ点検報告書 

冊子「大田区ユニバーサルデザインのまちづくり基本方針」 

冊子「心のバリアフリーハンドブック」 

 

[出席者] 

(区民推進会議委員) 13 名 

東洋大学 教授 川内会長/公募 李委員/公募 大内委員/大田区知的障害者育成会 

佐々木委員/レモン ホームケアサービス 柳谷委員/大田区自治会連合会 小山委員

/特定非営利活動法人 男女共同参画おおた 東委員/日本・ネパール協力会 小林委員/

大田区私立保育園連合会 三浦委員/大森学園高等学校 安達委員/東日本旅客鉄道株

式会社 町野委員/京浜急行電鉄株式会社 大田委員（代理）/東京急行電鉄株式会社 

平江委員 

 

(庁内推進委員) 14 名 

福祉部長/まちづくり計画調整担当課長/企画課長/国際都市・多文化共生推進課長/施設

保全課長/産業振興課長/高齢福祉課長/障害福祉課長（代理）/障がい者総合サポートセ

ンター次長/子育て支援課長/都市開発課長/住宅担当課長/都市基盤管理課長/指導課統

括指導主事 

 

(事務局) 

福祉管理課長/福祉管理課調整担当係長/福祉管理課調整担当職員 
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[議題] 

おおたユニバーサルデザインのまちづくり事業報告（資料１～７） 

 

（福祉管理課長） 

   議題のとおり進めていきたいと思います。 

 

   （川内会長） 

    東洋大学教授の川内です。議題に沿って進めます。議題のおおたユニバーサルデ

ザインのまちづくり事業報告について事務局より説明をお願いします。 

 

   ～事務局説明要旨～ 

  ①（仮称）区民サービス及び移動等円滑化に関するガイドラインの策定 

・（仮称）案内誘導サイン整備ガイドラインについて 

   ・（仮称）視覚障害者誘導用ブロック整備ガイドラインについて 

   ・（仮称）窓口サービスガイドラインについて 

 

   （川内会長） 

    ありがとうございました。現在、報告のありました事業について、ご意見等あればお

願いいたします。 

 

   （委員） 

    このガイドラインは庁内向けでしょうか？庁内向けの場合、公開はしないのですか？ 

 

   （事務局） 

   庁内向けのガイドラインとなりますが、ホームページへも掲載し、区民の方も幅広くご

覧になれるようにします。 

 

   （川内会長） 

    案内サインの周辺案内図にある高さの数値が間違っていますので、修正をお願いし

ます。 

 

   （事務局） 

    ご指摘の点、修正します。 

 

   （委員） 

    心のバリアフリーハンドブックの掲載内容に高齢者についての記述がないので、新し

く作成する冊子には盛り込んでいただきたいと思います。 

 

   （事務局） 

    ユニバーサルデザインとは障がい者、高齢者、外国人等、誰にでもという意味があり
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ます。高齢者についての記述も盛り込んでいく予定です。 

 

   （川内会長） 

    他になければ、続けて事務局よりご説明をお願いいたします。 

 

～下記について事務局より資料に沿って説明～ 

  ②地域力を活かしたまちづくりパートナー活動 

  ③職員への普及・啓発活動 

  ④地域力を活かしたまちづくりパートナー（UD パートナー）活動 

 

  ②地域力を活かしたまちづくりパートナー活動 

・10 月末までに４箇所で実施。ＵＤ合同点検の流れについて説明。参考資料

として配布した資料についても説明。 

 

  ③職員への普及・啓発活動 

・福祉管理課、施設整備課、施設保全課との合同職場研修（心のバリアフリー）

の実施について 

・採用２年目における研修支援について（福祉編） 

 

  ④その他 

・区市町村・事業者のための「心のバリアフリー」及び「情報バリアフリー」

ガイドライン（東京都福祉保健局発行）に掲載された大田区の取り組み 

・新都市ハウジングニュース（新都市ハウジング協会発行）に掲載された大田

区の取り組み 

 

   （川内会長） 

    ありがとうございました。報告のありました事業について、意見等があればお願いい

たします。 

 

（委員） 

    合同職場研修では知的ワークショップも実施しました。採用２年目研修で、身体障が

い者に関する研修会を行っているが、知的障がいワークショップも入れてほしい。 

 

   （事務局） 

    人事課が主となる研修ですので、この場でお約束はできませんが、ご要望として承り

ました。 

 

   （委員） 

    新都市ハウジングニュースに大田区の取り組みが記載されていますが、どのよ

うな経緯で掲載されたのでしょうか。 
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   （事務局） 

    新都市ハウジングニュースの担当の方から、執筆のお願いがあった為、快諾いたし

ました。大田区の取り組みが非常に良いとお褒めの言葉をいただきましたので、併せ

まして、ご協力いただいている皆様にお礼を申し上げます。松田先生の論文も掲載さ

れていますので、お目通しください。 

 

（川内会長） 

  ありがとうございます。他に意見がなければ、事務局にお返しいたします。 

  

（福祉管理課長） 

  川内会長ありがとうございました。また、数多くのご意見ありがとうございまし

た。他にご意見等がありましたら、事務局までお知らせください。次回の区民推進

会議は平成 29 年２月頃を予定しております。日程はまだ決まっておりませんが、

決まり次第お知らせいたします。以上をもちまして第 11 回おおたユニバーサルデ

ザインのまちづくり区民推進会議を閉会させていただきます。本日はお忙しいなか、

ありがとうございました。 

 

 

 

以上 


